
 

 

 

 

 

 

   

   

 

 

 

 大町高校 OBで、現在長野税務署長を務める川上 馨氏をお迎えして、租税教室を行いました。 

国民の収めた税金が、暮らしの中で医療費、学校教育費、警察費、防衛費など、我々の生活に欠かせ

ないサービスの提供として使われていることや、税の種類や仕組みなどについてわかり易く解説してい

ただきました。本校では、アルバイトは禁止されていますが、高校生のアルバイトでも年間の給与収入

が 103万円以下であれば所得税はかからないが、これを超えると所得税がかかり、親の扶養親族として

の控除も受けられないことも教えていただきました。 

税務大学校のお話を交えながら、税に関わる仕事の魅力についても語っていただき、本校 OBとして

後輩たちに将来、社会に貢献する仕事を通じて活躍してほしいとメッセージをいただきました。 

最後に、税の使い道に関心を持ち、選挙等を通して社会に参加していくことを通じて一人一人が考え

ていくことが望ましい税の負担の在り方につながることと、税は「取られる」のではなく、「納める」も

ので、正しく申告するのは当たり前という健全な「納税者意識」をもち、我が国の将来を担って欲しい

と締めくくりました。 

 

 

長野県大町岳陽高等学校     学校歳時記 

平成 30年 12月 19日（水） 

租 税 教 室 

期 日   平成３０年１２月１９日(水) １０：１５～１２：１５ 

対 象   普通科２年生 

講 師   長野税務署長 川上 馨 氏（大町高校 OB） 

 


